
実用化 

事例 
受託研究 生産性向上への支援活動 

【相手先企業】 新熱工業株式会社 

 

【開発の背景】 

主要製品のシーズヒーターの生産性向上を支援 

 

 

 

 

 

【開発の経緯・支援内容】 

 製造のスピードアップを図るべく，機械設備を導入して運用するにあたり，技術的な課題を

解決するための試験分析を実施しました。 

 

①製品硬度，強度の測定（図 2），および組織観察（図 3）を行い，品質を定量的に評価した。 

②シミュレーションを用いて，製品に生じる応力を可視化し，力学的なメカニズムを求めた。 

③製品のバラツキを統計的に評価し，生産性の向上を図った。（図 4） 

④センターの機器を使用した基礎実験により，機械設備稼働のための最適な条件を提案した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開発した製品の紹介】 

新たな機械設備を活用することによる製造機種の拡大により，生産性の向上が可能となりまし

た。 
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図 1 シーズヒーター 

図 3 組織観察の様子 図 2 強度試験の様子 図 4 統計分析の様子 

材料の組織を観察して 

材料特性を求める。 

バラツキを統計的に 

評価する 

材料の強度試験を行い 

引張強度を求める 

シーズヒーターとは金属パイプ中央の発熱体を絶縁

物で充填したヒーターで，半導体製造装置や乾燥炉，

暖房機などに広く使用されている。 


